
どきどき・わくわく・きらきら 

～誕生会～ 

１２月の誕生会がありました。今日はスペシャルなゲストをお迎えしました。 

さぁ、目をつぶっててね♡ 
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スペシャルなゲストは敦子ママ?？?と双子の赤ちゃんでした。 

生まれたての赤ちゃん（人形）を抱っこしてみました。 

  

  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「お母さんってすごいんだよ！」 

みんなのお母さんは一日も休まず、お世話を 

しているよね。赤ちゃんが泣いたら「おしっ

こやうんちしたのかな？」「お腹すいたのか

な？」「具合悪くないかな？」と心配しながら

育てているんだよ。と教えてくれました。 

 

 

 

 

 

妊婦体験 

２㎏のお米をお腹に巻き、歩いたり 

走ったり、寝転んだり鉄棒を 

してみました。 

子どもを大事に育てながら家事を 

こなすお母さんは、本当すごいですね！ 



～ザリガニを捕まえた！～ 

近くの田んぼに散歩に行くと水路にザリガニを発見！大きいザリガニや赤ちゃんザリガニなど

様々な大きさのザリガニがいました。すると３人の男の子が「せんせいあしたもつれてきてね。」

と言うのです。理由を聞くと「きょうはなにも（道具）もってきてないからあしたつかまえる

の。」次の日テラスには３人が分担して持ってきた“虫かご”“虫網”“図鑑”が並べてあり 

ました。なんて可愛いんでしょう！！！そう思いまたみんなで散歩に出かけていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中位のザリガニが２匹、小さいザリガニが３匹 

生まれたてのザリガニを３匹捕まえることが 

出来ました。３人が輪番で持ち帰り世話を 

していましたが、冬休みは誰が持ち帰るのかで 

話し合い、家族のもとに返そうという事に 

なりみんなで行きました。仲間がいないか 

水路の中を探しましたが、見つかりません… 

「家族に会えるといいね。」と声を掛けながら 

幼稚園に帰ってきました。 

 

 

 

「キャー！！！」 「いたーっっ。」 

テラスから大きな声が聞こえてきました。 

A君がザリガニに指を挟まれ泣いて 

いました。その経験から、ザリガニに 

挟まれない捕まえ方を学んだようでした。 

 

  

また死んでしまったザリガニを子ども達の

大好きな場所である東屋の下に埋め、 

天国に行けるようにと拝む姿もありました。 

 

 



～２学期終業式～ 

長いはずの２学期が終わりました。遊びや行事を通して逞しく、優しく成長した子ども達に 

理事長先生や先生方からお話がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事長先生からは一年で一番長い２学期が終わる事。たくさん遊んで、大きな行事も友だちと

一緒に頑張ったこと！４月からは１年生、３学期も元気な顔を見せてください。とお話を 

いただきました。 

結衣先生からは、自分たちで考えて活動する力がつきましたと話があり、生活発表会で何を 

するか話し合い金のガチョウになったことや配役も自分たちで決め、大道具や小道具も協力 

して作る事ができましたね！という話がありました。 

また美佐子先生からは、運動会や生活発表会で頑張る姿がかっこよかった。特に生活発表会は 

練習が上手にできる日とそうでない日があり、本番が心配だったけど今までで一番上手にでき 

ましたとおはなしがありました。 

 理恵先生からは、自分たちで考えて遊びを見つけ、発展させたこと（お化け屋敷・的当てゲーム） 

友だちの良いところを見つけられたことを誉められました。 

 最後に敦子先生から保育室にある、誕生表にたくさんキラキラカードが集まったこと、みんなが 

頑張ったことが見て分かるね！と誉めていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３学期も子ども達の 

  どきどき・わくわく・きらきらが止まらない♡ 

 

 

 

 

 

 

お辞儀も上手になりました。 



～子ども達オリジナル的当てゲーム～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何人かの女の子が的と手裏剣を作って遊んでいました。 

担任が「帰りに的当てゲームみんなでしたら？楽しそうだね！」と言うと「やるー！」と 

子ども達。担任は子ども達が自由に出来るようにと時間を作っただけ！ 

整列からルールの説明、的に当たったら手裏剣のお土産がもらえるなど、すべて子ども達が 

計画し遊びを作り出していました。 

  

  

  


